
不耕起播種機を用いて生産費を40％削減する 
水稲-小麦－大豆輪作体系 

目的と特徴 
・前作作物の収穫後、耕起・砕土することなく、不耕起状態の圃場に播種できる「ディスク駆動
式不耕起播種機」を水稲や麦類、大豆の播種作業に汎用利用し、耕起を省略した不耕起栽培、
あるいは耕起圃場の播種作業に使用し、省力・高能率な輪作体系を構築しました。 
・不耕起播種機を用いた輪作体系を個別経営や集落営農によるブロックローテーションを実施し
ている大規模営農に導入し、労働時間の短縮や、生産費の削減効果を明らかにしました。 

連絡先：農研機構 中央農業総合研究センター  tel 029-838-8822 

成果 
・ディスク駆動式不耕起播種機を用いて、前作収穫後の耕起なし圃場でも、耕起・整地した
圃場でも、作業速度３～５㎞/hの高速で播種可能です。  
・梅雨期に大豆を播種する関東においては、不耕起播種により適期播種が容易になります。 
・水稲乾田直播、小麦および大豆を組み合わせた60ha程度の大規模経営による実証栽培で、
慣行体系に比べて労働時間を最大で70％短縮し、60㎏当たり生産費を40％削減できた。 

不耕起播種機の外観と播種機構 

深さ規制タイヤ 

作溝ディスク 不耕起播種機の特徴 
①作溝ディスク：アッ
プカット方向に回転し
て、前作物の残渣を排
除しながらＹ字型の播
種溝を作る 
②独立懸架：作溝ディ
スクは、各条が独立し
て懸架され、田面の凹
凸に追従して一定の深
さで播種できる 
③不耕起により、トラ
クタに要する動力が小
さく、高速で作業が可
能 

 不耕起播種機を用いた体系は、 

 ・耕起・整地の作業が不要で、作業体系を簡略化できる 

 ・適期に効率よく播種でき、降雨による作業の制約が少ない 

 ・播種作業を高速化できる 

 不耕起播種機を用いた体系（水稲-水稲-小麦-大豆の３年４作）は、慣
行体系（ロータリシーダを用いた体系）に比べて、 
 ・労働時間を70％短縮できる 
 ・60㎏当たり生産費を40％削減できる 
 ・規模拡大が容易で、60ha程度の大規模営農の導入事例あり 

 

技術の完成状況 

★★★★☆ 
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委託プロジェクト研究（水田底力プロ） 
平成25年3月 農林水産省農林水産技術会議事務局研究統括官室 

対象作物、普及対象 
・水稲、麦類、大豆、温暖な平坦地 
対象農家 
・水稲（乾田直播）、麦類、大豆を作付けする大規模営農、あるいは集落営農組織 
必要な道具 
・トラクタ（50ps以上）、レーザー均平機・鎮圧ローラ（乾田直播）、乗用管理機（除草剤
散布）、サブソイラ、明渠作溝機（排水促進用） 
関連HP（成果情報） 
「不耕起播種機を用いて生産コストを40％削減する水稲-麦類-大豆水田輪作体系」（平成
23年度普及成果情報） 
その他 
・田畑輪換栽培に適した用排水の良好な圃場を必要とします。 

注）水稲乾田直播では別時期に耕起・整地・均平、小麦では耕起、大豆では不耕起で播種 
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不耕起播種機を用いた作業体系 

 

26.2 

5.6 

26.2 

5.6 

5.9 

5.2 

6.7

3.4

0

20

40

60

80

慣行

（茨城2009）

実証平均

（2009-11）

労
働
時
間
（h

/1
0a
）

大豆

小麦

水稲２作目

水稲１作目

合計 65.0

比率(100)

19.8
(30)

14,605 
7,024 

14,605 

7,024 

8,115 

7,052 

12,655 

9,120 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

慣行

（茨城2009）

実証平均

（2009-11）

60
㎏
当
た
り
生
産
費
（円

）

大豆

小麦

水稲２作目

水稲１作目

合計 49,980

比率 (100)

30,220
(60)

慣行体系 実証体系
（茨城2009年） （2009～11年）

慣行体系 実証体系
（茨城2009年） （2009～11年）

70％
短縮

40％
削減実証栽培面積

（2011年）
大豆37ha
小麦34ha
直播水稲2ha

2011年収量
大豆

193㎏/10a
小麦

402㎏/10a
直播水稲

390㎏/10a

 労働時間の比較               60㎏当たり生産費の比較 

慣行体系の労働時間は 

農林水産統計 2009年茨城 

県平均の数値を用いた 

慣行体系の生産費は 

農林水産統計 2009年 

茨城県平均の数値を用 

いた 

不耕起播種機を用いた体系の労働時間と生産費 


